
エリアデザイン調査特別委員会
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令和２年８月２４日 

報告事項件名 頁 

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について ・・・ ２ 

２ 花畑エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・・１７

３ 江北エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・・２３

４ 六町エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・ ３４ 

５ 千住エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・・・・・ ３６ 

６ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について ・・・・・・・・ ４３ 

（ 政策経営部 ）
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和２年８月２４日 

件 名 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

市街地整備室 まちづくり課 

内 容 

１ 綾瀬駅東口周辺地区地区まちづくり計画策定について 

地区内の関係権利者より意見聴取を行い、地区まちづくり計画（別添

資料１綾瀬関連）を策定したので以下のとおり報告する。 

（１）策定日

令和２年７月３１日（金）

（２）地区内関係権利者への周知及び意見聴取

ア 周知及び意見聴取期間

令和２年６月１９日～７月１０日

イ 回答数

２４２人 （回収率１１．１％ 実際に配布した数２，１７８通） 

回答があった２４２人のうち、【問１ 計画（案）全体について】 

１ このままで良い １１５人（４８％） 

２ 修正が必要 ７８人（３２％） 

３ その他 ４９人（２０％） 

ウ 意見

２４２人から６０６件の意見（別紙参照 Ｐ５～１６）

２ 綾瀬駅東口周辺地区地区計画原案の周知について 

地区計画原案について以下のとおり報告する。 

（１）地区計画原案の内容

別添資料のとおり（別添資料２綾瀬関連）

（２）地区計画原案の周知

地区計画原案の周知については、新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点から、都市計画法第１６条で規定する説明会は開催せず、関係

権利者全員に原案資料を配布・郵送にて対応する。 
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 当初 代替措置 

原案内容

の周知 

・関係権利者全員に説明

会の案内を配布・郵送

・説明会参加者に原案資

料配布

・関係権利者全員に原案

資料を配布・郵送

意見聴取 

・説明会の質疑応答で意

見聴取

・都市計画法第１６条縦

覧前２週間で質問受

付・意見聴取

（３）今後のスケジュールについて（予定）

時  期 内 容 

令和２年８月２４日～９月７日 

都市計画法第１６条説明

会代替措置期間 

説明資料配布・質問等受付 

９月９日～９月３０日 
都市計画法第１６条縦

覧・意見書提出 

１１月中旬～１１月下旬 
都市計画法第１７条縦

覧・意見書提出 

１２月下旬 
都市計画審議会 

地区計画策定 

令和３年３月 建築条例制定 

３ 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会（第７回）について 

（１）開催日時 令和２年８月５日（水）

（２）場 所 足立区勤労福祉会館（綾瀬プルミエ内）２階第１ホール 

（３）参 加 者 地元町会自治会等２０名

（４）内 容 

ア 協議会会員について

イ 地区まちづくり計画について

ウ 地区計画原案について

（５）主な質疑

Ｑ１：地区計画原案の内容について、地権者と交渉しているのか。 

Ａ１：駅前大規模用地の地権者とは協議を重ねている。 

手続き 
手法 
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Ｑ２：駅前大規模用地の地下にまた水が溜まっているが、対応はどう

なっているのか。 

Ａ２：地下の水については地権者に対応を早急にするように要望して

いく。 

Ｑ３：地区計画原案は現在の内容でスケジュールどおり進めてほしい。

（意見のみ） 

Ｑ４：地区まちづくり計画は綾瀬駅周辺全体の計画にすべきではない

か。 

Ａ４：綾瀬駅西口から東口までの広範囲のまちづくり計画としては、

来年度にエリアデザイン計画を策定する。この協議会でも、次

回以降に綾瀬駅周辺全体の議論をしたいと考えている。本日は、

綾瀬駅東口周辺に絞って審議をお願いしたい。 

（６）今後の予定

年  月 内  容 

令和２年１１月 まちづくり協議会（第８回）の開催 

参考 これまでの経緯 

平成２６年 ６月 綾瀬エリアデザイン計画の策定 

平成２６年 ６月 旧こども家庭支援センター跡地の事業公募を開始 

平成２６年１１月 優先交渉権者として東京建物(株)を選定 

平成２７年 ７月 事業の凍結、東京建物(株)と契約しないことを決定 

平成２７年 ８月 住友不動産(株)が駅前の開発用地（旧マリアージ

ュなど）を取得 

平成２８年 ８月 旧こども家庭支援センター跡地を綾瀬小学校及び東綾

瀬中学校の仮設校舎用地として活用することを決定 

平成３０年１１月 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会設立 

平成３０年１２月 住友不動産(株)の駅前開発が白紙 

平成３１年 ３月 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会より駅前開

発用地に関する要望書を区へ提出 

平成３１年 ４月 住友不動産(株)へ地元要望及び暫定利用の要望を提出 

令和 元年 ７月 住友不動産(株)より駅前開発用地の暫定利用はで

きない旨の回答 

令和 元年１２月 住友不動産(株)へ綾瀬駅東口周辺地区まちづくり

方針（案）を提出 

令和 ２年 ７月 綾瀬駅東口周辺地区 地区まちづくり計画策定 

問 題 点 

今後の方針 
地区計画策定及び建築制限条例の制定を着実に進めていく。 
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「綾瀬駅東口周辺地区 地区まちづくり計画案」に関する 
「意見募集」の実施結果及び意見に対する区の考え方について 

１ 「意見募集」の実施結果 

（１）実施期間

令和２年６月１９日（金曜日）から令和２年７月１０日（金曜日）まで

（２）意見提出者数及び意見の件数

意見提出者数 

及び意見の件数 
意見提出者２４２人から６０６件の意見 

意見提出者属性 

土地・建物所有者 １４２人 建物賃貸者 ７８人 

土地所有者 ５人 その他 １４人 

建物所有者 ３人 合計 ２４２人 

（配布数：２，１７８通 回収率１１．１％） 

（３）意見提出者数のうち計画案全体について

修正が必要とご回答頂いた方の 

主な修正内容 

区の考え方 

(意見 No１～１７参照) 

にぎわいの創出は不要 ４人 今回の集計結果やこれまでのアンケートの内容から

も、にぎわいの創出は必要と考えています。 

現状のままがいい ３人 現状やこれまでのアンケート等から、交通環境の改善

など大きく４つの課題が認められ、区としては課題解

決の必要性を認識しています。 

土地の細分化防止は削除

してほしい 

１人 区としては、良好な居住環境を維持し、密集市街地化

を避けるため、敷地の細分化を防止する必要があると

考えております。 

その他要望 

駅前交通広場がほしい・駅

前の空地の早期活用など 

７０人 地区まちづくり計画案で定めた地区の将来像の実現に

向けて取組んでまいります。 

地区まちづくり計画案の修正はありません 
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（４）意見の内訳

一 綾瀬駅東口周辺地区 地区まちづくり計画案に関する意見・要望 計２７４件 

 ア 交通環境に対する意見・要望                  ７６件 

 イ 商業環境に対する意見・要望                 １０５件 

 ウ 住環境に対する意見・要望                   １８件 

 エ みどりに対する意見・要望                   ２６件 

 オ その他の意見・要望                      ４９件 

二 その他の意見・要望 計３３２件 

ア 交通環境に対する意見・要望 １００件 

イ 商業環境に対する意見・要望 ７件 

ウ 住環境に対する意見・要望 ３５件 

エ 文化に対する意見・要望 ９７件 

オ みどりに対する意見・要望 ７件 

カ その他の意見・要望 ８６件 

２ 地区まちづくり計画案に関する意見の内容及び区の考え方 計２７４件

ア 交通環境に対する意見・要望 ７６件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

1 駅前にロータリーや一般車乗降スペースを

設置してほしい 

・タクシーが長蛇で待機しているため解消

してほしい

・バスターミナルを作ってほしい

35 綾瀬駅東口の駅前は交通利便性、安全

性の確保が必要と考えています。いた

だいたご意見のような課題解決を含

め、地区まちづくり計画案の柱の一つ

である「駅前の交通利便性の向上」の

実現に向けて取組んでまいります。 

2 歩道が狭いので歩きやすくしてほしい 

・歩道を拡充してほしい

・駅前の道を広く歩きやすくしてほしい

・高架下の歩道を少しでも広くしてほしい

・歩道を広げるのは大いに賛成

・駅前通り抜け通路大賛成

・駅前通り抜け通路は幅を広くしてほしい

・人の土地で歩行空間を拡充できると思え

ない

36 今後地区計画において、壁面後退を定

めることにより、歩道空間の確保に努

めてまいります。 

3 その他 

・ネットワークは現状で充分

・現状に不便さはない

5 これまでの区民アンケートやまちづ

くり協議会などで広くご意見をいた

だき、まちの課題として、歩道が狭い

ので拡充してほしいなどのご要望を

いただいており、区としても、改善が

必要と考えております。 
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イ 商業環境に対する意見・要望 １０５件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

4 商業施設を誘致してほしい 

・ショッピングモールがほしい

・大型店舗がほしい

・商業業務複合施設ができると活性化する

と思う。

30 まちの課題として買い物したいお店

や集客施設が必要と考えており、地区

まちづくり計画案で定めた柱の一つ

である「連続した店舗の誘導・回遊に

よるにぎわいの創出」の実現に取組ん

でまいります。 5 店舗を誘導してほしい 

・飲食店を誘導してほしい

・チェーン店を入れてほしい

・テナントをたくさん入れてほしい

・低層階ではなく 5階まで誘致してほしい

・商店街をつくってほしい

34 

6 建物の用途を制限してほしい 

・マンションのみの建設はやめてほしい

・駅前に学校は必要ない

・居酒屋等の店舗の数は制限してほしい

・ラブホテル・パチンコ・ゲームセンター

はなくしてほしい

・パチンコ店、キャバレー、ナイトクラブ、

風俗店等の制限なのか

・全て店舗に限定してほしい

・マンションが林立していて混雑の原因と

なっている

18 地区まちづくり計画案で定めた柱の

一つとして「連続した店舗の誘導・回

遊によるにぎわいの創出」を掲げてお

り、地区にあった規制誘導について今

後の地区計画の中で検討させていた

だきます。 

7 その他 

・大型商業施設は誘致すべきではない

・もっと高い建物を増やし、土地の容積を

活かしてほしい

・用途地域の見直しは不要

・にぎわいよりも、いこいの場が必要

・商業・業務地区の商業環境の形成はやめ

てほしい

・強力な企業の進出は、個人・小規模店の

撤退につながり、駅前以外が荒廃してし

まう

・商業施設の誘致はメリットがない

・商業・業務地区を複合市街地地区にした

ほうがいい

・商業地区になるのは困る

23 区としては、これまでイベントなどで

の区民アンケートやまちづくり協議

会などで広くご意見をいただき、まち

の課題として、買い物したいお店や集

客施設が必要と考えています。今後は

地区まちづくり計画案で定めた柱の

一つである「連続した店舗の誘導・回

遊によるにぎわいの創出」の実現に向

けて取組んでまいります。 
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ウ 住環境に対する意見・要望 １８件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

8 建物を低層にしてほしい 

・駅前の建物は低層にしてほしい

・超高層ビルマンションはやめてほしい

・駅前にタワマンはやめてほしい

・高層は街を壊す

・高層ビルは禁止にしてほしい

・将来の地価下落をにらみ高層化はダメ

・建てるなら公園か一階建ての建物

15 足立区都市計画マスタープランにおい

て、綾瀬駅東口周辺地区は北千住に次

ぐ区内第二の拠点として位置づけてお

り、土地の高度利用や、にぎわいのあ

るまちづくりが必要と考えており、区

としては高さや容積率を制限すること

は考えておりませんが、北側後背地の

日影の影響などに配慮した計画となる

よう、事業者と協議してまいります。 

9 その他 

・細分化防止は賛成

・細分化については密集を避けるのは計画

案の通りで良い

3 良好な居住環境を維持し、密集市街地

化を避けるため、敷地面積の細分化を

防止する必要があると考えておりま

す。 

エ みどりに対する意見・要望 ２６件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

10 もっと緑がほしい 

・緑が少なくなっていると感じるので緑と

調和した街並みを徹底してほしい

・東綾瀬公園をそのままに、緑を増やした

快適なまちにしてほしい

・緑豊かな植林を更に増やしてほしい

・駅前の開発用地に屋上庭園がほしい。

・商業地区は芝生にしてほしい

・公園にもっと樹木がほしい

・既存の樹木を有効活用し街のシンボルに

なると良い

15 地区まちづくり計画案には柱の一つと

して「安全安心で緑と調和した街並み

の創出」を掲げており、街路樹の緑と

ともに、宅地規模に応じた敷地内緑化

や道路沿いの生垣化を誘導して緑の連

続性を確保してまいります。 

11 公園と一体整備してほしい 

・今の公園と道路を逆にしてほしい

・公園を狭くして道路を広げてほしい

・駅前から東綾瀬公園まで連動したまちづ

くりをしてほしい

・公園通り沿道について、南北方向はある

が、東西方向の通り抜けがあるとよい

・武道館で分断されているので、武道館の

敷地内も整備し、北側と一連の公園にす

ると魅力が増す

・お祭り広場の整備も検討してほしい

11 東綾瀬公園沿道をシンボル軸と位置づ

けており、例えば公園と側道の高低差

を解消する整備など、両側道路及び沿

道と一体的な整備を検討してまいりま

す。 
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オ その他の意見・要望 ４９件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

12 この計画を実現してほしい 

・「現計画の方針」通りであれば良いと思う 

・未来をつくることは良いことだと思う

・内容全般同意している。

18 ご賛同ありがとうございます。計画の

実現に向けて努めてまいります。今回

のご意見をふまえて、地区まちづくり

計画を策定し、今後より具体的な地区

計画を定めてまいります。 

13 計画がよくわからない 

・計画の効果がよくわからない

・具体性がない

・計画方針が抽象的

19 地区まちづくり計画は、まちの将来像

やその実現に向けた方向性を定めて

いくものです。今後より具体的な地区

計画を定めてまいります。 

14 立ち退きなどをしなければならないのか 7 立ち退きをしていただくことはあり

ません。今後新たなまちづくりのルー

ルとなる「地区計画」を定める予定で

すが、あらかじめ建物の建替えルール

や身近な道路配置を定めておき、皆さ

まの建替えなどにあわせて、まちづく

りの目標を実現していくものです。 

15 きちんと説明会を開催するべき 2 今回は新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、郵送にてご案内させてい

ただき、皆さまからの「意見募集」の

手法とさせていただきました。説明会

の開催は今後の状況を見極めながら

検討させていただきます。 

16 敷地面積の規則について、80 ㎡はダメで

100㎡は良い?広い店舗でないとダメなのか 

・土地の細分化防止は不安なので消してほ

しい

2 敷地面積の制限なので、店舗面積を制

限するものではありません。区として

は、良好な居住環境を維持するため、

最低限の敷地面積を定め、今後発生す

る可能性がある宅地開発などによる、

密集市街地化を避けるため、敷地面積

に関する細分化を防止する必要があ

ると考えております。 

17 区民のニーズとあるが、一部の人や町会の

役員や議員が勝手に言っているだけではな

いか 

1 区有地の活用について、イベントなど

での区民アンケートで広く意見を汲

み上げるとともに、まちづくり協議会

等でご意見をうかがいながら、区の方

針を検討してまいります。 
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３ その他の意見の内容及び区の考え方 計３３２件 

ア 交通環境に対する意見・要望 １００件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

18 自転車専用道や自転車ゾーンを整備してほ

しい 

・自転車専用レーンを設置するなどの対策

をしてほしい

・自転車専用道路をつくってほしい

・自転車道を整備すべき

・自転車レーンを確保してほしい

18 自転車専用道や自転車ゾーンの整備

には、約１５ｍの道路幅員が必要とな

るため、綾瀬駅周辺の区道への設置は

困難と考えております。 

その代わり綾瀬駅周辺では、平成３１

年度に自転車走行環境整備の一環と

して自転車ナビマークを整備いたし

ました。 

19 高齢者などにやさしいまちづくりをしてほ

しい 

・補 109 の歩道橋が高齢者にはやさしくな

い。対応してほしい。

・ベビーカーが通りやすいようきれいに舗

装してほしい

・地区のバリアフリーを進めてほしい。

10 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきながら、まちづくりを進

めてまいります。 

20 駐車・駐輪場の整備を検討してほしい 

・駐車・駐輪場の減少は避けてほしい

・自転車置場やパーキングが必要

・歩道を侵食している駐輪問題を解決させ

る取り組みを実施してほしい

・安い駐輪場を確保すべき

・地下駐輪場を整備してほしい

10 

21 北千住や空港行きなどのバス路線を増やし

てほしい 

・羽田や成田へのリムジンバスを誘致して

ほしい

・北千住方面に向かうバス路線がほしい

5 

22 綾瀬駅東口から駅前通りを直結するなど一

体的な整備をしてほしい 

・駅前に商業施設を誘致し駅と直結してほ

しい

・駅舎もバリアフリー化しホーム上下で行

き来できるようにしてほしい

10 
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23 駐停車を禁止にするなど交通規制を見直し

てほしい 

・バス・タクシー以外の駐停車は禁止する

べき

・駅の横断歩道への車の駐停車禁止

・公園側から駅側へ渡れる横断歩道がほし

い

・道路を一方通行にして自転車専用道にす

るなど検討してほしい

・駅前通りの自転車駐車を禁止してほしい

・路上駐車の注意をしてほしい

・タクシーが商業業務地区を通り抜けしな

いような整備をしてほしい

・路面駐車が多いため、料金をとる仕組み

にするなど改善してほしい

24 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきながら、まちづくりを進

めてまいります。 

24 その他 

・地下通路があると便利

・都外や環七外部からのアクセスに配慮

・歩道橋をなくしたほうがいい

・イトーヨーカドー店前の自転車を撤去し

てほしい

・無電柱化を検討してほしい

・綾瀬駅を拡張できるような区画整理をし

てほしい

・施設内の通り抜けを盛込んでほしい

・葛飾区と連携して方針を示してほしい

・綾瀬駅の出入口をもう一つ作ってほしい

・東京メトロとの協働を検討してほしい

・公園通りの車道は不要だと思う

・開発によって、交通機関を改善してほし

い

・136 の交通量と消防車・救急車の多さを

どうにかしてほしい

・高齢者はフリーパスを利用して、バス利

用することが多く安全の確保が必要

・北千住や他区、千葉県境でもあるためア

クセスは良い

23 
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イ 商業環境に対する意見・要望 ７件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

25 その他 

・にぎわいの創出は人口の増加以外に解決

方法はない

・電車通勤の人たちも買い物がしやすいよ

うになると良い

・商店街の活性化については課題がある

・綾瀬らしい昔からの個人商店を残した下

町を継続してほしい

・イトーヨーカドーを残してほしい

・イトーヨーカドーの建替えや移転を検討

してほしい

7 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきながら、まちづくりを進

めてまいります。 

ウ 住環境に対する意見・要望 ３５件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

26 防犯面を向上させるため、街灯を増やすな

ど安全安心なまちづくりをしてほしい 

・街灯を増やしてほしい

・街全体を明るく治安の良い街にしてほし

い

・治安が悪いイメージを払拭する

16 街灯については、地域からの具体的な

要望に基づき、現地調査を行い、必要

に応じて検討を進めてまいります。 

また開発等の場合には、防犯に配慮し

た住環境とするため、敷地内の照度の

確保や防犯カメラを設置するなど、事

業者との協議を進めてまいります。 

27 火災・水害など災害に強いまちづくりをし

てほしい 

・水害等で区民が避難できるような施設が

ほしい

・火災の避難場所として、広場がほしい

・水害をどう対処していくかが課題

・防災センターのようなものがほしい

・地震、水害、火事等の災害対策を万全に

してほしい

・駅周辺地域の事だけでなく、災害等の大

規模な準備が必要

13 区としても、災害・水害に強いまちづ

くりが必要と認識しており、その実現

に向けて取組んでおります。災害対策

面からも広場の設置や避難所となる

学校の再整備が非常に重要となりま

す。 

学校施設は災害に強い施設に改築し

防災機能の強化を図ってまいります。

耐震性を確保し、水害対策のため体育

館を 2階に配置するなど計画します。

周辺地区では、現在各種施設と災害協

定を締結しており、今後も避難できる

施設の確保に向けて努めてまいりま

す。 
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28 その他 

・このままであれば問題ない

・住民が静かに暮らせるようにしてほしい

・住環境の保全の徹底

6 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきながら、まちづくりを進

めてまいります。 

エ 文化に対する意見・要望 ９７件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

29 図書館等がほしい 

・大型図書館

・駅の近くに図書館

・小さくて良いので図書館

・大規模まんが図書館

・図書館やホールで中学生や高校生が勉強

できる場

・図書館を核とした施設

・亀有のアリオのように民間連携し、図書

貸出サービスを提供してほしい

33 具体的な跡地活用につきましては、今

回や今までいただいたご意見、今後の

イベントなどでの区民アンケートで

広く意見を汲み上げるとともに、まち

づくり協議会等でご意見をうかがい

ながら、令和３年度にエリアデザイン

計画を策定し、区の方針を検討してま

いります。必要に応じて用途地域の変

更等を含めた土地利用の在り方を整

理・検討してまいります。 

30 公共公益施設がほしい 

・駅前に区の施設

・郵便局

・学生のための勉強施設

・武道場やダンスホール

・ホールや集会場

・美術館等の教養施設

・フリー展示スペース、レンタル武道場、

その他スポーツ施設

・区民への貸出スペース

・区民集会所

27 

31 区民事務所等がほしい 

・駅前に区民事務所

・区の住民手続き施設

・夜まで営業している区民事務所

・区役所の出張所

16 

32 子育て施設がほしい 

・保育所

・駅前に保育園

・以前のようなこども家庭支援センター

・学童、保育園児の体験の場

・学童施設

・乳幼児から利用できる施設

14 
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33 高齢者施設がほしい 

・若年・高齢層がともに時間・行動を共有

できる場所

・介護のターミナル中心となる施設

・福祉サービス施設を拡充してほしい

・お年寄りが集まれるコミュニティ施設

7 具体的な跡地活用につきましては、今

回や今までいただいたご意見、今後の

イベントなどでの区民アンケートで

広く意見を汲み上げるとともに、まち

づくり協議会等でご意見をうかがい

ながら、令和３年度にエリアデザイン

計画を策定し、区の方針を検討してま

いります。必要に応じて用途地域の変

更等を含めた土地利用の在り方を整

理・検討してまいります。 

オ みどりに対する意見・要望 ７件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

34 その他 

・街路樹等は必要か否か検討した方が良い

・街路樹は実がつかない木が良い

・緑化ではなくオブジェなどにしてほしい

・災害時に木や枝が折れたり、通常時も枯

れ葉などの対策を含めて考えるべき

7 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきながら、まちづくりを進

めてまいります。 

カ その他の意見・要望 ８６件

Ｎ

ｏ 
意見の概要 

件

数 
区の考え方 

35 駅前の空地を早く活用してほしい 

・駅前大規模用地地区を早急に整備するべ

き

・駅前計画が長い間放置されているので早

期計画の実施を期待している

・駅前の空き地が早く活用されることを望

む

・早く工事をして安全できれいな町にして

ほしい

・駅前の土地利用を早急にすすめてほしい

・空地のまま数年放置しているのは足立区

の責任

・誘導を図るでは困難。区が買収し民間へ

有償利用させる必要がある

・駅前の広い土地を更地にしていることが

理解できない

32 綾瀬駅東口駅前の開発予定地は、まさ

に綾瀬地域の顔であり、その整備内容

は、将来のまちの発展を左右する極め

て重要なものと認識しております。地

域の想いを反映したまちづくり実現

のため、この地区まちづくり計画を策

定し、あらゆる可能性を視野に入れ事

業者と交渉するなど、最善を尽くして

まいります。 

14



36 歩きスマホ等の禁止や全体を禁煙にするの

などモラル向上を図れるまちづくりをして

ほしい 

・歩きスマホや傘さし自転車を禁止

・全面禁煙にしてほしい

・喫煙所をもっと整備してほしい

13 貴重なご意見として庁内に限らず関

係部署へ周知させていただきます。 

なお、歩きスマホについて、区では、

「ながらスマホの防止に関する推進

及び安心して通行・利用できる公共の

場所の確保を目的とした新たな条例」

を令和 2年 7月 13 日に施行いたしま

した。 

37 既存のままで、変更する必要がない 4 

38 コロナ対策も考えてほしい 2 

39 パチンコ屋前とイトーヨーカドー前に信号

機を設置したらどうだろうか。イトーヨー

カドーの道の真ん中に白バイがいて邪魔に

なっている 

2 

40 高架下(駅)の環境をもっと良くしてほし

い。老朽化を感じる。駅沿いのアーケード

に設置されている人形など。 

2 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただくとともに、協議会をはじ

め地元のご意見を伺いながら、検討し

てまいります。 

41 綾瀬は武道・ラーメン・理容・美容の街な

のでこれを入れて活かしてほしい 

2 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきます。 42 ウォーキングロードをつくってほしい 1 

43 水路の水をきれいにしてほしい 1 

44 水はけをよくしてほしい 1 

45 会社帰りや休日に足を運んでもらえるよう

な魅力的なまちづくりをしてほしい 

1 

46 連続した店舗の誘導・回遊によるにぎわい

の創出は入口と出口専用を作ったらどうか 

1 

47 深夜営業禁止を徹底してほしい 1 

48 早くマンションができてほしい。 1 

49 駅の工事音がうるさいのですが、いつ終わ

るのか 

1 

50 もっと独自性を出してもらいたい 1 

51 葛飾区側の状況が良くない。一体となって

計画してはどうか 

1 

52 担当者が変わっても途中で計画が中止にな

らないようにしてほしい 

1 

53 将来的な地価の見通しが不明瞭な中、大型

投資は避けるべき 

1 

54 土地は所有者のものでもあるから、法令に

反しない限り、地権者の考えを尊重すべき 

1 
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55 綾瀬駅ガード下から旧サンポップまで NY

のブルックリンハイツなど街をモデルにす

る。 

1 貴重なご意見として聴取させていた

だき、庁内に限らず関係部署へ周知さ

せていただきます。 

56 安全安心と緑は関係ないので、安全安心優

先でよいと思う。 

1 

57 子育て世代目線・大学生目線・周辺地区の

住民目線で考えてほしい 

1 

58 ゆとり、無用の無を意識してほしい 1 

59 文化民度を前面に出してほしい 1 

60 文化、芸術、武道、子育てとの調和は低予

算で続くとおもう 

1 

61 区有地は学校が完成した後、以前のように

区民に返してほしい 

1 

62 区有地に商業施設をつくらないでほしい 1 

63 沿道のゴミ集積所をなくす事は反対 1 

64 東綾瀬公園の花壇がほとんど真っ二つに割

れており、ひびが入っている 

1 

65 誰もが住んでみたいと思われるようなまち

づくりをしてほしい 

1 

66 若者が寄道していくような街になってほし

い 

1 

67 電車・車も減るので、先も見たものにして

ほしい 

1 

68 区関係施設が先でないと全体像が見えない 1 

69 将来を見据えた地域にしたい 1 

70 駅前大規模敷地のマンションを購入したい 1 

16



エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和２年８月２４日 

件 名 花畑エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

市街地整備室 まちづくり課、道路整備室 街路橋りょう課 

内 容 

１ （仮称）花畑人道橋の名称決定について 

（１）スケジュールについて

新型コロナウイルス感染拡大防止対策としてまちづくり協議会が開

催できなかったため、以下のスケジュールで名称を決定していく。 

項目 これまで 変更案 

募集チラシ配布 6月下旬 9 月 8 日 

名称募集 7月中 9月 14日～10月 16日 

複数案選定 9月中旬 11月下旬 

投票チラシ配布 10月中旬 12月中旬 

投票 10月下旬～11月中旬 12月中旬～1月下旬 

名称決定 12月下旬 2 月上旬 

（２）名称募集について

ア 募集対象及び方法について

募集 

対象 

人道橋を主に利用する下図赤線内（     ）にお住ま

いの足立区民、草加市民、文教大学学生及び教職員を対象 

募集 

方法 

・下図赤線内にチラシ配布（配布予定世帯数は 3,510 世帯、

うち草加市側は 149世帯） 

・文教大学の学生に対しては、専用 Webサイトに掲載

・文教大学の教職員にチラシを配布及びポスター掲示

人道橋

半径 約 550ｍ 
花畑大橋

水神橋
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イ 募集チラシについて（別紙参照 Ｐ２１～２２）

（ア）募集チラシに記載したＱＲコードから、専用ページで応募

（イ）ＦＡＸによる応募

（ウ）花畑区民事務所に設置する投票箱による応募

ウ 複数案選定について

（ア）足立区まちづくり協議会、草加市地域協議会、文教大学から意

見聴取 

（イ）候補を３案程度選定

（３）投票について

ア 投票方法について

３案程度選定した候補について投票を行う。

（ア）募集時と同様の区域にチラシ（今後、作成する）を配布

（イ）募集時と同様方法（ＱＲコード、ＦＡＸ、投票箱）での投票

（ウ）あだち広報やＨＰを活用し、広く周知

イ 決定方法について

（ア）投票数が最も多い案を採用

２ 花畑団地周辺地区まちづくり協議会について 

次回のまちづくり協議会について、以下のとおり報告する。 

開催日時 令和 2年 9月 7日（月） 

場所 花畑団地集会所 

内容 人道橋名称募集について 

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策に応じて、名称募集に

関する資料をまちづくり協議会会員への郵送に変更する予定 

３ （仮称）花畑人道橋整備工事の入札不調について 

（１）工事の概要

ア 工事内容

・ 橋梁の下部工事

・ 左岸（草加市側）の取付道路工事

イ 工期

・ 契約確定日の翌日から令和３年１０月２９日まで

（２）入札不調の経緯

ア １回目

令和２年５月２２日に開札、申込者全て辞退

イ ２回目

令和２年７月６日に開札、予定価格を超過
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（３）今後の予定

年  月 内  容 

令和 2年 8月 下部工事等再発注 

10月 下部工事等本契約 

（第 3回定例会） 

11月 下部工事等着手 

令和 3年 10月 下部工事等完了 

下部工事は、土曜日施工することで当初どおりの完了予定を目指す。 

今後、上部工事も発注し、完了時期については、当初どおり文教大

学開学の１年後（令和４年３月末）を予定している。 

４ 文教大学東京あだちキャンパス建設工事の進捗状況について 

令和３年４月に国際学部・経済学部の全学生（約１，８００人）が集

う文教大学東京あだちキャンパスの開学（令和２年１１月建設工事竣工

予定）に向けて、多くの棟で外装・内装工事が完了し、現在、外構工事

に着手している。その状況について以下のとおり報告する。（７月末時点

写真） 

工事進捗状況（全景） 

教育・研究棟 

講堂 
食食堂堂・・厚厚生生棟棟  

図図書書館館棟棟  
体育館 

←毛長川→ 

親水拠点位置 
人道橋位置 
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参考 これまでの経緯 

平成２７年 １月 花畑エリアデザイン計画を策定 

平成２７年 ３月 ＵＲ花畑団地の約４．７ｈａの創出用地に文教大

学の進出が決定 

平成２７年 ９月 文教大学が用地を取得 

平成２９年 ６月 文教大学と包括的な連携協力に関する基本協定を

締結 

平成３０年 ３月 文教大学の理事会にて「東京あだちキャンパス」

の名称が正式に決定 

平成３１年 ４月 文教大学東京あだちキャンパス建設工事着手 

令和 元年１０月 毛長川周辺環境整備に伴う計画説明会開催 

令和 ２年 ４月 草加市と（仮称）花畑人道橋協定締結 

問 題 点 

今後の方針 

令和３年２月上旬の人道橋の名称決定に向けて、地元、草加市及び文教

大学との調整を円滑に行う。 

教育・研究棟（外観） 教育・研究棟（内観） 

図書館棟（内観） 図書館棟（外観） 
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足立区 都市建設部 市街地整備室 まちづくり課 東部地区係（南館４F）

電話：03-3880-5441　FAX：03-3880-5605　メール：machi@city.adachi.tokyo.jp  

足立区と草加市をつなぐ

毛長川にかかる新たな人道橋。

皆さまから愛され、

親しみを持っていただけるよう、

名前を募集します。

ぜひご応募ください。

お問い合わせ先

この橋です！

文教大学

文教大学への通学や
交通の利便性を
高める！

大募集!
橋の名前を

新しい

あなたのアイデアが、
まちをつなぐシンボルに。

■募集期間

令和２年 9月14 日（月）～ 10月16日（金）

・本チラシが配布された足立区花畑四丁目～五丁目、
　保木間五丁目、草加市瀬崎四丁目にお住まいの方

・文教大学の教職員、学生の方

■応募資格

呼びやすく、親しみやすいものであること

■選考基準

■選考方法
応募していただいた名前を複数の候補に絞り込み、投票を実施します

いずれかの方法で応募ができます

■応募方法

裏面の応募用紙を記入して、投票箱に投函もしくは FAX（03-3880-5605）で送信

花畑区民事務所（花畑４-16-8）1

足立区ホームページから応募2 検索

投票箱設置場所

表彰状を贈呈！

2月ごろ
決定予定 !

QRコードが
入ります

応募者の中から
抽選で50名に

Quoカード
プレゼント！
（500円分）

花畑地区　新しい橋
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谷塚駅

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

国
道
４
号

文教大学
東京あだちキャンパス

令和 3 年 開設予定

人道橋
令和４年 開通予定

毛長川

草加市

足立区

応募用紙
■応募者氏名

■応募資格 該当する項目の　  にチェックを入れ、記入してください。

■連絡先

■名称

■理由・由来

（電話またはメール）

フリガナ

ご記入いただいた応募用紙は下記投票箱に投函もしくは FAX で送信してください。

 ▲草加市側からの様子

橋の

設置場所

足立区の対象地域に在住

草加市の対象地域に在住

文教大学の教職員

文教大学の学生

住所を記入

以下の情報は、橋の名称決定にのみ

活用させていただきます。

なお、応募資格に該当しない方から

の応募は無効とさせていただきます。

03-3880-5605
花畑区民事務所

（花畑4-16-8）
投票箱設置場所 FAX

※
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和２年８月２４日 

件   名 江北エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

衛生部 衛生管理課 

市街地整備室 まちづくり課、みどりと公園推進室 みどり推進課 

道路整備室 道路管理課、街路橋りょう課、工事課 

内   容 

１ 東京女子医科大学新東医療センター周辺工事の進捗状況について 

工事の進捗状況については、別紙のとおり（別紙１参照Ｐ２８～２９）

である。 

なお、（仮称）江北健康づくりセンターの開設は、基本・実施設計の完

了を令和２年１０月から令和３年６月に延伸したことに伴い、令和４年

度中から令和５年度中に変更する。 

延伸理由：台風による水害対策、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、基本設計期間を延長して設計内容を見直し、施設機能

をより充実させたため 

２ 東京女子医科大学に関するマスコミ報道について 

 過日より、東京女子医科大学の経営に関するマスコミ報道が続いてい

るが、新東医療センターの江北エリアへの移転については、現在のスケ

ジュールに沿って建設工事が進むことを東京女子医科大学に確認したの

で報告する。 

３ 江北エリアのサイン計画について 

  東京女子医科大学新東医療センター（以下、「東京女子医科大学」とい

う。）の開設にあたり、来院者をわかりやすく病院に誘導するため、以下

のとおり、交通機関利用者別に様々な対応を実施していく（別紙２参照 

Ｐ３０）。 

（１）電車利用者 

   日暮里・舎人ライナー利用者を誘導するため、東京女子医科大学を

副駅名とし、以下の対応を実施する。 

ア 江北駅ホームドア上シート 

イ 江北駅ホームドア横ステッカー 

ウ 車内放送 

エ 主要駅※ポスター掲示場所を活用した誘導案内 

   ※ 日暮里駅、西日暮里駅、見沼代親水公園駅を想定 
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（２）自動車利用者 

ア 信号機の地点名表示 

おしべ通り（東京女子医科大学付近）の信号機に地点名表示を設

置する。 

イ 幹線道路への看板設置 

環状七号線および補助第９１号線に案内看板を設置する。 

ウ 道路愛称名変更 

おしべ通りを東京女子医科大学にちなんだ愛称名に変更する。 

（３）バス利用者 

東京女子医科大学付近の以下の場所について、東京女子医科大学に

ちなんだバス停名称をバス事業者が設定する。 

  ア おしべ通りバス停 

  イ 上沼田第六公園内のバス転回場 

（４）歩行者・自転車 

東京女子医科大学や（仮称）江北健康づくりセンター、江北小学校

などの公共施設へ誘導するため、江北駅周辺に歩行者案内サインを 

１０基程度、設置する。 

４ 江北エリアの公園の改修工事について 

（１）上沼田第二公園 

ア 場所 

    江北４－２０－１（江北小学校の北側） 

イ 整備方針 

  新小学校と一体的に利用でき、また、おしべ通り沿いの緑道散策

で立ち寄れるような、自然豊かで魅力的な公園として、別紙のとお

り（別紙３参照 Ｐ３１）整備していく。 

ウ 今後の予定 

    新小学校と一体利用ができる環境を整えるため、おしべ通りの東

側部分を先行して整備する。 

   ※ 基本設計はおしべ通り東側と西側一体で検討 

年  月 内  容 

令和 2年 8月～令和 3年 1月 基本設計 

令和 3年 3月～令和 3年度 実施設計 

令和 3年度  ～令和 4年度 工事 

（２）上沼田東公園 

ア 場所 

    江北６－１０－１（旧上沼田小学校付近） 
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イ 整備方針 

  上沼田東公園と周辺公園の役割分担を別紙のとおり（別紙４参照 

Ｐ３２）行ったうえで、以下の点に留意して上沼田改修基本計画（

案）を策定した（別紙５参照 Ｐ３３）。 

（ア）活用施設（旧上沼田小学校内にあった施設） 

   ・ 江北匂などの桜は、上沼田公園内に移植 

   ・ えんぴつの門は、現在の位置のまま 

（イ）改修施設 

   ・ 野球場は現在の位置で、学童軟式の公式戦規格へ改修 

    ※ ダックアウトやスタンドなどは新しく整備 

（ウ）新設施設 

   ・ 地元の方が集い、イベントなどが行える広場 

    ※ 安全に利用できる空間として、芝生広場、健康広場、こ

ども広場（児童・幼児）の各ゾーンを明確化 

   ・ 車いす利用者に配慮した、ハードのテニスコート 

ウ 今後の予定 

年  月 内  容 

令和 2年 9月～令和 2年 10月 基本計画（案）アンケート調査 

令和 2年 11月             基本計画（案）住民説明会 

令和3年  3月             基本設計完了 

令和 3年 3月～令和 3年 12月 実施設計 

令和 4年度  ～令和 5年度  工事 

５ 上沼田東公園周辺地区まちづくり協議会（第 1回）の開催結果について 

（１）開催日時   令和２年８月４日（火）午後６時３０分～午後８時 

（２）場 所   鹿浜五色桜小学校 ２階 ランチルーム 

（３）参 加 者   地元町会自治会等 １１名 

（４）協議会エリア 旧上沼田小学校区域 

 

 

 

 

 

 

  

 

上沼田東公園 
創出用地 
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（５）内 容 

ア 上沼田東公園改修基本計画（案）について 

イ バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の取組みについて 

  ウ 江北エリアのスポーツ施設整備・運用方針について 

  エ その他 

（６）主な質疑 

Ｑ１：公園改修計画の災害対策について、教えて欲しい。 

Ａ１：今後の実施設計の中で、検討していきます。 

Ｑ２：バリアフリー地区別計画では、環状七号線の歩道は検討され 

るのか？現況が狭く、危険と感じている。 

Ａ２：計画に含まれるので、管理者である東京都と協議していきま 

   す。 

（７）今後の予定 

年  月 内   容 

令和 2年 11月 まちづくり協議会（第２回）の開催 

※ 新型コロナウイルスの感染拡大防止対策に応じて、協議会を郵送 

に変更する予定。 

 

６ 江北地区まちづくり連絡会（第９回）の開催結果について 

（１）開催日時  令和２年８月１１日（火）午後６時３０分～午後８時 

（２）場 所  江北地域学習センター ２階 第１・第２学習室 

（３）参 加 者  地元町会自治会等 １２名 

（４）内  容 

ア 足立区立江北小学校新築工事の進捗について 

イ バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）の取組みについて 

  ウ 江北エリアのサイン計画について 

  エ 江北エリアのスポーツ施設整備・運用方針について 

（５）主な質疑 

Ｑ１：江北エリアのスポーツ施設整備については、地域の意見を聞き

ながら、進めて欲しい。 

Ａ１：今後、アンケート等も行い、地域の意見を把握しながら進めて

いく。 

Ｑ２：江北健康づくりセンターの概要について、教えて欲しい。 

Ａ２：現在は検討中のため、次回の連絡会で報告する。 
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（６）今後の予定 

年  月 内   容 

令和 2年 11月 まちづくり連絡会（第 10回）の開催 

※  新型コロナウイルスの感染拡大防止対策に応じて、連絡会を郵送 

に変更する予定。 

参考 これまでの経緯 

平成２７年 ４月 東京女子医科大学東医療センター移転の覚書締結 

平成２８年 ３月 足立区大学病院施設等整備基金条例の制定 

平成２９年 ３月 足立区における病院整備の基本方針を策定 

平成２９年 ４月 東京女子医科大学東医療センターの建設及び運営

等に関する覚書を締結 

平成２９年１２月 江北三・四丁目地区地区計画、江北平成公園、上

沼田東公園の都市計画の変更 

平成３０年 ７月 東京都と江北四丁目２２、２３番地について、土

地売買契約を締結及び土地所有権を取得 

平成３０年１０月 東京都と江北四丁目２１番地について、土地売買

契約を締結及び土地所有権を取得 

平成３０年１１月 江北エリアデザイン計画の策定 

平成３０年１２月 東京女子医科大学東医療センターの建設及び運営

等に関する基本協定を締結 

平成３１年 ３月 東京女子医科大学新東医療センターの建設工事着手 

令和 ２年 ２月 江北まちづくり住民説明会開催 

令和 ２年 ３月 江北スポーツ施設整備・運用方針策定 

令和 ２年 ５月 補助１３８号線（江北・興野地区）現況測量説明 

問 題 点 

今後の方針 

関係所管と綿密に協力して、東京女子医科大学新東医療センターの開設

に向け、周辺の環境整備を進めていく。 
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東京女子医科大学新東医療センター周辺工事の進捗状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 
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東京女子医科大学新東医療センター周辺工事の進捗及び予定   

No 工事箇所 
2020年度 

（令和２年度） 

2021年度 

（令和３年度） 

2022年度 

（令和４年度） 

2023年度 

（令和５年度） 

① 
東京女子医科大学 

新東医療センター 
工事 工事／開設   

② 
江北小学校 

（統合小学校） 
工事 

工事 

（３月頃竣工） 

開設 

（４月） 
 

③ 
(仮称)江北 

健康づくりセンター 

設計 設計／工事 工事 工事／開設 

解体工事    

④ 上沼田第二公園 設計 
設計／工事 

（※１） 

工事 

(既存部分の改修) 
 

⑤ 
上沼田第六公園 

設計／工事 
工事   

（うちバス転回場） 工事（※２）   

⑥ 

信号設置、音響式信号 

エスコートゾーン 

（警視庁） 

協議／設計 
工事 

（※２） 
  

⑦ 無電柱化（第 1-1期） 委託工事 
委託工事 

（※３） 
  

⑧ 
外周道路整備 

（おしべ通り含む） 
工事 

工事 

（※３） 
  

⑨ おしべ通り 

環七交差点の右折レーン延長は、病院開設までに完了させる。 

⑩ 
江北駅からのアクセス

道路（無電柱化検討中） 

用地取得 

一部工事 

用地取得 

一部工事 
  

⑪ 
補助１３８号線 

（江北地区） 
現況測量 基本設計 用地測量 用地測量 

※１ 新設部分のみ江北小学校開設に合わせて施工 

※２ 病院開設までに供用開始 

※３ 病院開設までの供用開始を目指す

凡例   ：実施  
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東京女子医科大学新東医療センター開設に伴うサイン計画について

江北給水所

高野小

江北小学校

上沼田第二公園

東京女子医科大学
新東医療センター

（３） バス停名
（バス転回場、おしべ通り）

上沼田第六公園

←環状７号線→

江
北
駅 （１） 副駅名

（２）-ア 交差点地点名設置
（東京女子医大北・南）

（２）-イ 幹線道路への看板設置

２－３道路愛称名変更

（４） 駅周辺案内サイン設置

駅から概ね半径７５０ｍ

（仮称）江北健康づくりセンター

（２）-イ 幹線道路への看板設置

イメージ

イメージ

イメージ

イメージ
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① ② ③ ④

ゾーン 西エリア 東エリア 東エリア 拡張部

役 割 やすらぎ にぎわい にぎわい にぎわい

面 積 ２，３００㎡ ２，６５０㎡ １，６５０㎡ １，０００㎡

整備対象 高齢者 児童 対象外 児童・生徒

方 針 まちなか散歩の休憩場所 児童の健康遊び ― 小学校と一体的な利用
が可能なエリア

整備内容 ・ 車いす対応、バリアフリー

・ 既存樹木を生かした木陰

・ 健康遊具

・ ウォーキングコース

・ 児童向け遊具

・ 舗装の段差解消

・ 東エリア③と連続性

のある園路

・ 既存樹木を生かした木陰

― ・ 読書ができる明るい
植栽地

テーマ：木陰で健康づくり公園

上沼田第二公園 整備方針

住所 江北４－２０－１

面積 ６６１７．６４㎡

開園日 昭和４３年７月６日

①

西エリア 東エリア

④

②

③

別紙３

拡張部については、隣接する小学
校の図書室と一体的な使い方がで
きるように配慮した整備を実施
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上沼田東公園と周辺公園の役割分担

① 上沼田東公園 （面積16427.49㎡） にぎわい ・主な利用対象者「幼児」、「児童」から「高齢者」まで幅広い世代。

・野球場、テニスコート、駐車場の有料スポーツ施設がある。

② 江北六丁目児童遊園 （面積2183.99㎡） やすらぎ

①

②

お散歩エリア

ご近所エリア

野球場（有料） タコさんすべり台 ブランコ 健康遊具

移設して活用既存を活用既存を活用

・主な利用対象者「高齢者」

・おまつり、ラジオ体操（江北六丁目団地自治会）

・周囲は団地に囲まれ、住民の高齢化が進んでいる。

・小学統廃合による児童の利用者減少が進む。

・都市計画公園として指定されている。

・街区公園は面積2500㎡が標準であり、公園に適した広さがある。

周辺環境

児童遊園➡「公園」に

指定状況

各公園の位置づけ
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●健康遊具●複合遊具

●幼児用遊具●既存タコの遊具

●ステージ（多目的デッキ） ●既存えんぴつ門 ●現況野球場

※写真はイメージです。

色や形が実物と異なる場合があります。

上沼田東公園改修基本計画(案) 

０ 10 20ｍ

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

←
至 

西
新
井
大
師
西
駅

→
至 

江
北
駅
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和２年８月２４日 

件 名 六町エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

危機管理部 危機管理課 

資産管理部 資産活用担当課、営繕管理課 

市街地整備室 まちづくり課 

内 容 

１ （仮称）六町駅前安全安心ステーションについて 

（１）工事入札の中止

計画通知書申請後に交付される建築確認済証の取得が済んでいない

ことが判明したため、工事の入札を中止した。 

ア 中止の理由

工事内容（仕様、工期）が法的に担保されないため。

イ 原因

受注者が決定し工事着手までに建築確認済証の取得が済んでいれ

ばよいとの誤った認識があったため。 

ウ 再発防止

ガバナンス担当による原因調査の上、委託業務の完了検査体制を

改善するとともに、総務部と資産管理部で建築工事発注に関する専

門研修を定期に実施する。 

（２）工事発注手続きの再スケジュール

ア 建築確認済証交付

令和２年７月３１日（金）

イ 今後の予定

令和２年 ９月 第三回定例会で債務負担行為(Ｒ２・３)予算計上 

令和２年１０月 工事起工 

令和２年１１月 契約・工事着手 

令和３年 ９月 竣工 

（３）地元検討会の開催

（仮称）六町駅前安全安心ステーション開設に向けて、以下のとお

り地元検討会を開催する。なお、開催に際しては、新型コロナウイル

スの感染拡大防止に留意し、間隔確保・換気など適切な対策を行う。

ア 開催日時 令和２年９月３日（木）午後６時～午後７時

イ 場  所 保塚地域学習センター 大広間 

ウ 内  容 

（ア）建築工事のスケジュール

（イ）施設愛称名の募集
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２ 六町駅前区有地の取組み状況について 

駅前区有地における土壌汚染対策工事の状況について、現在２年間の

モニタリング調査を実施中である。

６月のモニタリング調査結果について、東京都より「基準値以下」と

の報告があった（下表参照）。 

※ ３か月に１回採水・調査し、基準値以下が２年間継続後、区域解除される。 

年度 R1 R2 R3 

3 月 6 月 9 月 12 月 3 月 6 月 9 月 12 月 3 月 

結果※ 〇 〇 

※ 〇：基準値以下を示す

参考 これまでの経緯 

平成２８年 ２月 六町駅前区有地に関するサウンディング型市場調

査を実施（１０者が参加） 

平成２８年１２月 六町エリアデザイン計画を策定 

平成２９年 ３月 防犯・防災活動拠点整備検討会議を設置 

（令和元年１２月までに８回開催） 

平成３０年 ８月 六町駅前安全安心ステーション設置に向けた基本

的な考え方（案）を策定 

令和 元年 ９月 六町エリアデザインオープンハウス型説明会 

令和 ２年 １月 地域運営準備プロジェクト第１回ワークショップ 

令和 ２年 １月 警視庁綾瀬警察署と「足立区における区立六町防

犯施設の相互連携協力に関する覚書」を締結  

令和 ２年 ２月 地域運営準備プロジェクト第２回ワークショップ 

問 題 点 

今後の方針 

１ （仮称）六町駅前安全安心ステーションのオープン予定日は令和３年

１１月１日を目標に進めていく。 

２ 駅前区有地の事業者公募の実施に向け、モニタリング調査の状況を踏

まえながら、公募条件などを検討していく。 

表 モニタリング調査結果及び予定表

今回の結果 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和２年８月２４日 

件 名 千住エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

都市建設部 都市計画課 

市街地整備室 まちづくり課、千住地区まちづくり担当課 

内 容 

１ アドバイザリー会議の開催について 

（１）日 時 令和２年９月１１日（金）

（２）場 所 足立区役所８階 庁議室

（３）目 的 北千住駅東口北街区の再開発準備組合から提案のあった基

本構想を示し、再開発事業条件の確認について、学識経験

者等から意見等をいただくため。 

（４）参加者 学識経験者等６名、委員（区職員）６名

【学識経験者等】 

役職名 

筑波大学名誉教授 

東京大学講師 

東京電機大学特任教授 

不動産鑑定事務所代表取締役 

弁護士 

ＵＲ都市機構東日本都市再生本部 

【委員】 

役職名 氏名 

政策経営部長 勝田 実 

政策経営部エリアデザイン推進室長 茂木 聡直 

政策経営部財政課長 岩松 朋子 

都市建設部長 大山 日出夫 

都市建設部企画調整課長 室橋 延昭 

都市建設部市街地整備室長 佐々木 拓 

※ アドバイザリー会議について

再開発事業等の実施にあたり、幅広い知見を持つ専門家である学識

経験者等に意見を求め、総合的な見地から計画の妥当性や地域への貢

献などを検討することを目的とし、平成２９年６月設置。 

ア 足立区再開発事業等アドバイザリー会議設置要綱

（別紙１参照 Ｐ３９～４０） 
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イ 再開発事業等の事業開始までの流れ

（別紙２参照 Ｐ４１～４２）

（５）位置図

参考 これまでの経緯 

１ 北千住駅東口周辺地区地区計画 

  令和 元年１２月 地区まちづくり構想（変更案）説明会実施（２回） 

  令和 元年１２月 構想案のパブリックコメント実施 

  令和 ２年 １月 構想案のパブリックコメント実施 

令和 ２年 ３月 地区まちづくり構想（変更案）策定 

２ 千住一丁目再開発 

平成２６年 ６月 千住一丁目地区第一種市街地再開発準備組合設立 

平成２７年 ７月 都市計画決定 

平成２８年 ４月 組合設立認可 

平成２８年１２月 権利変換計画認可 

平成２９年１１月 施設建築物工事着手 

平成３０年 ３月 再開発組合が千住一丁目町会、千住二丁目町会及

び千住本町商店街振興組合と風環境、多目的室利

用に関する覚書を締結 

３ 千住大橋地区 

平成１８年 ３月 住宅市街地総合整備事業開始 

平成１９年 ６月 千住大橋駅周辺地区における住宅等の整備に関す

る覚書を締結 

令和 ２年 １月 千住大橋駅周辺地区における住宅等の整備に関す

る一部変更の覚書を締結 
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４ 北千住駅東口再開発 

平成２８年 ８月 北千住駅東口地区市街地再開発準備組合設立(南地区） 

平成２９年 ８月 北千住駅前地区市街地再開発準備組合設立（北地区） 

 

問 題 点 

今後の方針 

北千住駅東口周辺地区のまちづくりは、アドバイザリー会議での意見や

まちづくり連絡会等で地域住民の意向を把握しながら進めていく。 
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足立区再開発事業等アドバイザリー会議設置要綱 

 （設置） 

第１条 再開発事業等の実施に当たって、足立区基本構想、足立区基本計画及び足立区都市

計画マスタープランに基づき、幅広い知見を持つ専門家から意見を求め、総合的な見地か

ら再開発事業等の妥当性や地域への貢献に関することなどを検討することを目的として、

足立区再開発事業等アドバイザリー会議（以下「アドバイザリー会議」という。）を設置す

る。 

（定義） 

第２条 「再開発事業等」とは、次の各号のいずれかに該当する事業をいう。 

（１） 都市再開発法（昭和４４年法律第３８号）第２条第１号に規定する市街地再開発

事業 

（２） 密集市街地における防災街区の整備の促進に関する法律（平成９年法律第４９号）

第２条第５号に規定する防災街区整備事業 

（３） 駅周辺を拠点とする開発で、区長が特に必要と認めたもの。

 （所掌事項） 

第３条 アドバイザリー会議は、次に掲げる事項について協議する。 

（１） 再開発事業等の妥当性に関すること。

（２） 再開発事業等による地域への貢献に関すること。

（３） 前２号に掲げるもののほか、再開発事業等に関して必要と認められる事項

 （組織） 

第４条 アドバイザリー会議は、別表１に掲げる職にあるもので組織する。 

 （会長及び副会長） 

第５条 アドバイザリー会議には、会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、都市建設部長とし、会務を総理する。 

３ 副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を

代理する。 

（アドバイザリー会議の運営）

第６条 アドバイザリー会議は、会長が招集する。 

 （意見聴取等） 

第７条 会長は、必要があると認めたときは、関係者の出席を求め、その意見を聴き、又は

説明を求めることができる。 

２ 会長は、学識経験者、再開発事業等に関し優れた見識を有するもの（以下「学識経験者

等」という。）３名から５名程度の出席を求め、その意見を聴くものとする。 

 （謝礼） 

第８条 前条第２項の学識経験者等に対する謝礼は、アドバイザリー会議出席ごとに予算単

価表の報償費（研修講師謝礼）に定める謝礼を支払うものとする。 

別紙１ 
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２ 前項に規定する謝礼は、アドバイザリー会議開催後、速やかに支払うものとする。 

 （事務局） 

第９条 アドバイザリー会議の事務局は、都市建設部都市計画課及び市街地整備室まちづく 

り課に置く。  

 （会議の公開及び情報開示） 

第１０条 アドバイザリー会議は、非公開とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、会長が会議に諮って必要と認められる者に対して会議を公開

することができる。 

 （会議録の作成） 

第１１条 会議録は、会議終了後速やかに都市建設部都市計画課長が作成する。 

２ 会議録における会議内容は、次に掲げる内容を含むものとする。 

 （１） 議題及び議事概要 

 （２） 出席した委員の氏名 

 （３） 発言者及び発言内容 

 （４） その他会長が必要と認めた事項 

３ 会議録は、発言者については委員と事務局を区別し、発言された内容においてはその要

旨とする。 

（補則） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、アドバイザリー会議の運営に関し必要な事項は、

足立区都市建設部長が別に定める。 

付 則（２９足都都発第   号 平成２９年６月１６日 区長決定） 

 この要綱は、決定の日から施行する。 

 

 

別表１（第４条関係） 

足立区再開発事業等アドバイザリー会議 構成 

構 成 種 別 職 

委 員 職 員 政策経営部長 

〃 〃 都市建設部長 

〃 〃 市街地整備室長 

〃 〃 政策経営部 財政課長 

〃 〃 政策経営部 経営戦略推進担当課長 

〃 〃 都市建設部 企画調整課長 
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再開発事業等の事業開始までの流れ

北千住駅東口再開発事業

権利者・事業者足立区

事業の発意

勉強会等の組織化

基本計画等作成

準備組合設立進達提出

（施設計画・資金計画・

スケジュール）

事業の機運の高まり・構想検討

０ 事業者提案の情報共有（関係所管協

議）

□事業の機運の情報提供（地域や発意人など）

□事業として成立するか概要の検討

□区のまちづくり方針と合っているか

１ アドバイザリー会議（事業条件の確認）

（１）北千住駅東口周辺地区まちづくり構想について

・まちづくり構想の再確認

（２）北千駅東口周辺の計画について

・駅周辺の既存計画の確認

（３）事業者提案と既存計画（地区計画、道路計画等）

について

・高さ、容積、公共施設（道路、駅との接続）等

（４）再開発事業の法的要件について

・都市再開発法の採択条件

（５）再開発の動きについて

・全体イメージパース

１ 経営会議

（方針決定・公共貢献・施設の要望）
□アドバイザリー会議を参考に区の方針を確定

□北千住東口に必要な公共公益施設の確認

□事業によりどのような公共貢献があるか確認

全庁意向調査

（公共公益施設）

区の考え方

地権者の合意形成（仮同意書）

※ 施行予定地区内の関係権利者の準備

組合への加入状況として、土地建物

の所有権者、借地権者、借家権者の

総数（人数・地積）に対する加入者

の割合が2/3以上。

２ アドバイザリー会議（基本計画の確認）

（１）事業者からの基本計画案の内容確認について

・区の考え方との整合

・公共貢献（公共公益施設、基盤整備等）の妥当性

（２）地区まちづくり計画及び地区計画の変更案について

・主に用途地域、容積率、建築高さの変更

（３）事業フレームについて

・事業資金計画（事業に伴う補助金、負担金）の

概要確認

・施設計画、保留床処分計画、権利変換方式等

（４）関係都市計画（用途地域、高度利用等）の変更内容

確認について

・広域なまちづくりへの影響

事前相談・まちづくり構想検討
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事業計画案作成

（都市計画・施設計画・資金計

画など）

準備組合設立

２ 経営会議（基本計画の採択、進達の受付）

□アドバイザリー会議を受けて基本計画の検討と確認

□事前に関係所管へ意見照会を行い内容の確認

□事業採択の検討、公共貢献の内容検討

□補助金、負担金の大枠金額の確認

□準備組合設立進達について了解

検討

結果

提示

準備組合結成届の進達・設立

・東京都に事前説明

・東京都に結成届の進達

３ アドバイザリー会議

（事業計画確認・事業採択）

（１）事業計画の妥当性のについて

・区の方針や要望との整合の確認

・まちの課題解決の為の対策確認

（２）公共貢献の具体的な内容について

（３）関連する都市計画手続きについて

事業計画・定款作成

（本組合認可申請書作成）

都市計画手続き開始

・東京都連絡調整会議付議

・住民説明会、計画案の縦覧、決定告示

・組合設立認可（東京都）

・権利変換計画認可（東京都）

住民への説明

地権者の合意形成（同意書）

※ 施行予定地区内の土地建物の所有権者

借地権者、借家権者の総数（人数・地

積）に対する加入者の割合が2/3以上。

３ 経営会議（事業計画確認・事業採択）

□事業計画の確認および採択の最終決定

□公共貢献の具体的な内容の確認

□補助金の交付要綱等および金額の確定

□事前に関係所管へ最終意見照会を行い内容の確認

検討

結果

提示

都市計画手続きへ（必要図書作成、定款策定等）
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和２年８月２４日 

件   名 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

資産管理部 資産活用担当課、地域のちから推進部 中央図書館 

市街地整備室 まちづくり課、中部地区まちづくり担当課 

みどりと公園推進室 みどり推進課 

内   容 

１ 西新井駅の連絡通路における東武鉄道との確認書の締結について 

  連絡通路のエレベーターおよびエスカレーターの整備について、東武

鉄道と以下のとおり確認書を締結した。 

（１）確認書の内容（別紙参照 Ｐ４７） 

  ア 締結日 令和２年７月２１日 

  イ 確認書案からの修正内容（導入文） 

当 初 案 修 正 

足立区（以下「甲」という。）

と東武鉄道株式会社（以下「乙」

という。）とは、西新井駅の乗降

客及び西新井駅東西を往来する利

用者が望む、安全かつ円滑に通行

できる施設整備を目指し、次のと

おり確認する。 

足立区（以下「甲」という。）

と東武鉄道株式会社（以下「乙」

という。）とは、西新井駅西口に

おける安全かつ円滑に通行でき

る施設整備を目指し、次のとおり

確認する。 

（２）位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院地図を基に足立区が作成
出典：https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1

東武ストア

トスカ西館
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（３）仮設階段等の整備スケジュール 

年  月 内   容 

令和２年度 仮設階段等の設計 

令和３年度 仮設階段等の協定締結・設置工事 

令和４年度 既存階段および西新井トスカ西館の解体工事 

 

２ 都営梅田八丁目アパート創出用地について 

（１）創出用地への再配置施設 

都に取得要望を示している創出用地への再配置施設は、下表に示す

施設とし、地域図書館機能に加え、子どもを中心とした図書館機能を

有する複合施設として、一体的に検討を進める。 

また、移転後の梅田図書館用地は売却せず、再配置する公共施設の

ために活用する。 

 

施設名 建築年 敷地面積 床面積※ 所在地 

梅田図書館 
S44 2,680 ㎡ 

2,760 ㎡ 
梅田 7-13 

NPO 活動支援ｾﾝﾀｰ 100 ㎡ 

子育てｻﾛﾝ関原 S41 - 243 ㎡ 関原 2-10 

既存施設の床面積合計 3,103 ㎡  

※ 既存施設の床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 創出用地への再配置施設 

創出用地及び再配置施設の現位置図 

梅田八丁目創出用地 

梅田図書館 

NPO 活動支援ｾﾝﾀｰ 

つくしんぼ学童 

子育てｻﾛﾝ関原 

中部地域会議室 

地域包括支援ｾﾝﾀｰ関原 

N 
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（２）土地概要 

  ア 都営梅田八丁目アパート創出用地 

（ア）位置   足立区梅田八丁目４３０番 

（イ）土地面積 約６，３００㎡ 

  イ 梅田図書館用地 

  （ア）位置   足立区梅田七丁目１５０２番３１ほか 

  （イ）土地面積  ２，６８０㎡ 

（３）今後のスケジュール（案） 

令和２年度～令和３年度 梅田八丁目複合施設基本構想及び基本 

計画策定 

令和４年度       創出用地取得 

 

参考 これまでの経緯等 

１ エリアデザイン計画について 

令和 元年 ７月  西新井駅及び梅島駅にて、オープンハウス型説

明会を実施 

令和 元年 ８月  こども支援センターげんきにて、住民説明会を

実施 

令和 元年１２月  こども支援センターげんきにて、住民説明会を

実施 

令和 元年１２月  計画案のパブリックコメントを実施 

令和 ２年 ３月  西新井・梅島エリアデザイン計画策定 

 

２ 西新井駅周辺について 

平成２７年 １月  西新井駅西口交通広場の都市計画変更 

平成２８年 ２月  東西自由通路について、東武鉄道、イオンリテ

ール及び区の三者で勉強会を開始（現在休止） 

平成３０年 ４月  既存通路活用案で協議を継続することを決定 

令和 元年 ７月  東武ストア西新井店解体着手 

令和 ２年 ２月  東武ストア西新井店解体完了 

令和 ２年 ８月  西新井駅西口における連絡通路の昇降機整備に

向けた確認書締結 

 

３ 都営梅田八丁目アパート創出用地について 

平成２０年度    建て替え工事着手 

平成２９年 ７月  既存建物（創出用地）の解体完了 

平成３１年 ３月  仮設庁舎の建設工事着手、令和３年３月まで使

用予定 
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令和 元年 ７月  東京都住宅政策本部へ創出用地の取得に向けた

要望書を提出 

令和 ２年 ７月  東京都より創出用地譲渡時期１年延伸見込み報告 

問 題 点 

今後の方針 

１ 創出用地及び梅田図書館等の「再配置施設跡地の具体計画」の策定を

行っていく。 

２ 西新井駅連絡通路における西口の仮設エスカレーター等の設置に向

け、規格や負担金について東武鉄道と協議を進める。 
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西新井駅西口における連絡通路の昇降機整備に向けた確認書 

 足立区（以下「甲」という。）と東武鉄道株式会社（以下「乙」という。）とは、

西新井駅西口における安全かつ円滑に通行できる施設整備を目指し、次のとお

り確認する。 

１ 本確認書における昇降機とは、エレベーター及びエスカレーターをいう。 

２ 甲と乙とは、仮設及び本設の昇降機整備に向けた技術的な検討、調査事項の

検討及び情報の提供を双方協力して行うものとする。この場合において、仮設

の昇降機整備は、１回に限るものとする。 

３ 甲と乙とは、昇降機整備について、甲乙双方が合意した場合、事業主体、施

工位置、施工期間、費用負担等について、別途協定を締結するものとする。 

４ 甲と乙とは、昇降機整備について、仮設及び本設に関して、別々に前記３の

協定を締結するものとする。 

５ この確認書の有効期間は、この確認書の締結の日から別途本設整備に関す

る協定を締結する日までとする。 

６ この確認書に定めのない事項又は疑義が生じたときは、甲乙協議して定め

るものとする。 

 この確認書の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえそれ

ぞれ１通を保有する。 

令和 ２年 ７月２１日 

甲 東京都足立区中央本町一丁目１７番１号

足立区

代表者 区長 近藤 弥生

乙 東京都墨田区押上一丁目１番２号

東武鉄道株式会社

取締役社長 根津 嘉澄

別紙 
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